
２.手続き等 

３ 

（１）対象行為 

   ガイドラインは、地区計画内で行われる建築物・工作物の建築及び道路、公園

などの地区施設整備の際に適用します。 

 

（２）手続きフロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）景観アドバイザー 

（１）の対象行為の計画について、構造物の位置、高さ・規模、形態意匠若しく

は景観的価値から総合的に判断した結果、周辺景観に著しい影響を与えることが

予測される場合、必要に応じて景観アドバイザーから助言を聴くことがあります。 

対象行為 
ガイドライン
対象行為 

地区計画 
届出 

建築物 
新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更す
ることとなる修繕若しくは模様替え又は色彩
の変更 

〇 〇 

工作物 
新設、外観を変更することとなる修繕若しくは
模様替え又は色彩の変更 

〇 〇 

地区施設 
（道路・公園など） 新設若しくは改良等による形状、形態の変更 〇 － 

計画段階 

設計段階 

施工段階 

窓口相談（地区計画などの確認） 

◎まちづくり条例 完了検査 

ガイドラインの周知 

ガイドラインに基づき助言 

（景観及び広告物等） 

※【一点鎖線内】 

ガイドラインに沿って 

設計を行う期間 

 

事業主 市 時期 

開
発
事
業
事
前
協
議
不
要
の
場
合 

事業の変更に関する助言 

行為の着手 

◎都市計画法 地区計画の届出 

（行為着手の３０日前） 

◎まちづくり条例 

【開発事業事前協議】 

関係各課協議 

（行為着手の概ね３ヶ月前） 
景観アドバイザーの助言 

（必要に応じて） 


